
高
校
生
世
代
は
、
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て

の
責
任
を
自
覚
し
た
行
動
が
求
め
ら
れ
始
め
る

時
期
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
は
生
徒
自
身
が
交
通
安

全
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
、
自
ら
が
交
通
事

故
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

他
の
交
通
参
加
者
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
高
校
生

交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
2
0
1
2
年

に
開
発
、
全
国
の
高
校
に
拡
げ
て
き
た
。
そ
し

て
、
活
動
意
志
の
あ
る
高
校
が
自
主
的
に
運
営

で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
、「
高
校
生
交
通
安
全

教
育
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以
下
、
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
）」
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
D
V
D
／
C
D
）
に
は
、
高
校
生
の

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し

た
「
感
受
性
教
育
」「
実
技
教
育
」
と
い
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収
録
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
内
容

に
つ
い
て
映
像
を
使
っ
て
解
説
し
て
い
る
。

福
島
県
立
福
島
工
業
高
等
学
校
で
は
、
２
０

１
３
年
か
ら
ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育

を
取
り
入
れ
て
い
る
。同
校
生
徒
指
導
部
主
事

の
渡
部
浩
一
教
諭
は
「
生
徒
の
9
割
近
く
が
通

学
に
自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、『
自
分

は
自
転
車
の
運
転
が
上
手
い
か
ら
大
丈
夫
』
と
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過
信
し
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
事

故
や
交
通
違
反
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
生
徒
の
注
意
喚
起

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ホ

ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

同
校
で
は
先
生
方
が
主
体
と

な
っ
て
交
通
安
全
教
育
を
継
続
し

て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、

ホ
ン
ダ
か
ら
提
供
さ
れ
た
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
か
ら
だ
と
い

う
。9

月
14
日
に
は
5
時
限
目
・
6

時
限
目
（
各
50
分
）
を
使
っ
て
、

1
年
生
7
ク
ラ
ス
2
7
9
名
を

対
象
に
交
通
安
全
の
授
業
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
渡
部
教
諭

は
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
生

徒
指
導
部
だ
け
で
な
く
、
担
任

の
先
生
方
と
も
進
め
方
を
共
有
し

た
。

5
時
限
目
は
体
育
館
に
生
徒
を
集
め
、
渡
部

教
諭
に
よ
る
座
学
教
育
。
6
時
限
目
は
当
初
、

「
実
技
教
育
」
を
予
定
し
て
い
た
が
、
前
日
の

雨
の
影
響
で
校
庭
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
不
良

の
た
め
、
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
「
感
受
性

教
育
」
と
な
っ
た
。

「
感
受
性
教
育
」
と
は
、
実
際
に
中
学
生
・

高
校
生
が
加
害
者
と
な
っ
た
自
転
車
事
故
の
事

例
か
ら
交
通
事
故
の
怖
さ
、
周
囲
へ
の
影
響
、

事
故
に
伴
う
責
任
の
重
さ
に
つ
い
て
学
び
、
グ

ル
ー
プ
討
議
の
手
法
を
使
い
、
自
分
の
考
え
方

や
行
動
を
見
直
す
こ
と
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

1
年
生
の
担
任
の
一
人
、
五
十
嵐
航
介
教
諭

は
６
つ
の
事
故
事
例
の
中
か
ら
、
交
差
点
で
の

ク
ル
マ
と
自
転
車
の
出
会
い
頭
事
故
を
題
材
に

し
た
。「
交
通
安
全
の
授
業
を
行
う
の
は
今
回

が
初
め
て
で
す
が
、
指
導
案
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
校
で
の
事

例
も
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
授
業

の
イ
メ
ー
ジ
も
つ
か
め
ま
し
た
」
と
、
五
十
嵐

教
諭
は
い
う
。

渡
部
教
諭
も
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
教
育
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
き
ち
ん
と
出
来
上
が
っ
て
い

る
点
を
評
価
す
る
。「
こ
れ
を
見
て
準
備
を
す

れ
ば
、
教
員
な
ら
誰
で
も
効
果
的
な
交
通
安
全

教
育
が
実
践
で
き
る
と
思
い
ま
す
」。

感
受
性
教
育
を
受
け
た
生
徒
は
「
高
校
か
ら

自
転
車
通
学
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
話
し
合
い

の
中
で
友
人
の
体
験
な
ど
を
聞
い
て
、
自
分
も

事
故
に
遭
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
き
ち

ん
と
安
全
確
認
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
授
業

の
効
果
を
語
っ
て
く
れ
た
。

渡
部
教
諭
は
、
感
受
性
教
育
は
担
任
の
先
生

方
が
主
体
的
に
な
っ
て
指
導
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。「
ク
ラ
ス
単
位
で
担

生徒への交通安全教育を円滑に運営できるよう、
高校の先生方へ向けて「指導マニュアル」を提供

任
の
各
先
生
が
や
る
こ
と
で
、

私
た
ち
の
意
欲
も
生
徒
に
伝
わ

り
や
す
い
し
、
先
生
方
も
交
通

安
全
教
育
が
難
し
い
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で

す
。
実
践
で
き
る
先
生
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
全
体

の
安
全
意
識
も
高
ま
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
」。

感
受
性
教
育
は
一
方
通
行
で

は
な
く
、
生
徒
に
意
見
を
出
さ

せ
る
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
と
な
っ
て
い
る
。
渡
部
教

諭
は
、
こ
う
し
た
授
業
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

先
生
方
に
も
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、
自
分
た

ち
の
教
え
る
技
量
の
向
上
に
も
役
立
つ
と
語
っ

て
い
た
。

ホ
ン
ダ
で
は
、
こ
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
広

く
ご
活
用
い
た
だ
き
、
高
校
に
お
け
る
交
通
安

全
教
育
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に

先
生
方
が
主
体
的
に
実
施

指

ラ
ス
担
任
を
巻
き
込
み

学
校
全
体
の
意
識
を

高
め
る

ク

福島県立福島工業高等学校の 1 年生を対象に 7クラスの担任の先生方が Honda の感受性教育を実践

 トラフィック・セーフティ・
フォーラム in 埼玉」開催

2016 テーマ 『職場内の安全は、交通・労働・健康のトライアングル』
日時：2016年11月24日（木）午後1時00分～午後4時30分（予定）
会場：ソニックシティ 小ホール

（埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-2 ホール棟 2 階／
JR 大宮駅西口下車 徒歩 3 分）

定員：400 名（予約制）
申込：下記ホームページより参加申込書を印刷の上、FAX に 

てお申込みください。　http://www.tec-r.com/
締切：2016 年 11 月11（金）※定員に達し次第、締切

内容：事例発表／ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）　蒲博史氏、
　　 　　　　　 （株）本田技術研究所 二輪 R&D センター
                    　吉川達也氏

講演／「睡眠呼吸障害の早期発見・早期治療による安全
向上と健康増進」順天堂大学大学院 医学研究科
公衆衛生学講座　谷川武氏

＜お問い合わせ先＞
交通教育センターレインボー埼玉 フォーラム事務局　※月曜日定休　
TEL：049-297-4111　 FAX：049-297-6273●主催：交通教育センターレインボー埼玉、交通教育センターレインボー和光

参加
無料

生徒指導部主事の渡部浩一教諭。感
受性教育に先立って行われた座学教育
を担当した

「高校生交通安全教育指導マ
ニュアル」では、高校生の自
転車による交通事故の防止を
目的とした「感受性教育」「実
技教育」について映像等を使っ
て解説。指導案や生徒用のワー
クシートも含まれている

昨年は校庭で生徒指導部とクラス担任の先生方
による自転車の実技教育を実施した

「なぜ事故が起きたのか」など、ワー
クシートに生徒が自分の考えを記入

班ごとに討議し、それをクラス全体で共
有するため、討議の結果を黒板に書き
込む 自分がこれまでに遭遇した交通事故やヒヤリ体験を

発表し合う

五十嵐航介教諭は交差点でのクルマと自転車
の出会い頭事故の事例を使って進めた

●感受性教育

●同校の実施状況

※雨天のため、
　感受性教育に変更

2013年

● ●

●

●

●

●

●

※

2014年 2015年 2016年

感受性教育
座学教育
実技教育


